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おおつ野地区
多世代が交流する安心安全なニュータウン

課題
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協同病院移転による人口増加、施設の老朽化、
消防署の未設置

問題とされる空き家等：
737戸
うち50%が南部地区（三
中・四中・六中地区）に存
在
→家主の高齢化による今後
の空き家増加
良好なベッドタウンを形成
するための障壁となる

「空き家バンク制度」
の実施・活用

まずは南部エリア（三中地区）を対象に実施
将来的には土浦市全域の空き家へ

課題

南部地区
良好な住環境・景観

を実現するベッドタウン
施策

Sources: Esri, HERE, Garmin, USGS, Intermap, INCREMENT P, NRCan, Esri
Japan, METI, Esri China (Hong Kong), Esri Korea, Esri (Thailand), NGCC, (c)
OpenStreetMap contributors, and the GIS User Community

新高齢者福施設
上大津西小学校跡地を改修
2㎞のカバー範囲で約2万人
の高齢者をカバー
デイサービスと特養を併設

2050年推定高齢者人口の分布

交通の施策を考慮した交通の改善により
おおつ野地区の消防アクセス性が向上それぞれの世代に合わせた環境を

整えることで安心安全な街の形成へ

施策

交通
誰もが便利に移動できる街

人口集中地区と水害発生時
の浸水想定区域が重複する地
域の居住者推計は29,650人
大規模水害の増加、避難所の
不足、災害弱者となる高齢者
の増加など、災害発生時のリ
スクが大きい
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中央の居住者の減少による
災害リスクの低下

南部・おおつ野の居住を促進へ

中央地区
都市機能が集約する市の中核

課題 施策

「中心部の災害リスクを考慮し、南部・おおつ野へ居住誘導、
特色ある各拠点間を新たな交通システムでつなぐ」

高齢者・子育て世代向けコレクティブハウス

①商業地域・
近隣商業地域
への居住制限

②南部・おおつ野地区への転居
に対する補助金

おおつ野地区の
消防アクセシビリティの向上

広いキッズスペース、
ＤＩＹ工房、屋上家庭
菜園といった魅力的な
生活の質を向上させる
空間を設ける

住民のつながりを作り
魅力的な街へ

■人口集中地区
■浸水想定区域
■重複する地域

桜川

自動車 67%

路線バス 1%

土浦市交通分担率

自動車

徒歩

自転車

鉄道

不明

二輪車

路線バス

・バスの路線網が貧弱
・交通が自動車に偏重
・のりあいタクシーの
利便性が低い
→バス路線縮退による交
通弱者の負担増大

ライドシェア
サービスの導入

既存の資源を活用して、
交通弱者への公共交通サービスを補完

課題
施策

※「白タク問題」対応： (道路運送法)二種免許を持たない者は自家用車による
有償運搬送はできないが、
運送行為に付随する費用(ガソリン費,駐車場代など)は「有償」の例外として認
められる


